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【 受 賞 者 一 覧 表 】 

【 実 施 報 告 書 】  

 

 

優秀賞    ２５課題 

奨励賞    １２課題 
 



 
連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 2

地域
ちいき

課題
かだい

の解決
かいけつ

に向
む

けた事業
じぎょう

連携
れんけい

を

通
とお

した合意
ごうい

形成
けいせい

について～武庫川
むこがわ

武
たけ

田尾
だお

地区
ちく

河川
かせん

改修
かいしゅう

における取組
とりく

み～

兵庫
ひょうご

県
けん 県土

けんど

整備部
せいびぶ

土木局
どぼくきょく

　　道路
どうろ

企画課
きかくか

高速
こうそく

道路
どうろ

室
しつ 矢尾

やお

　哲雄
てつお

2 8
熊野川
くまのがわ

河道
かどう

掘削
くっさく

土砂
どしゃ

の有効
ゆうこう

活用
かつよう

につ

いて
紀南
きなん

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

調査
ちょうさ

第一
だいいち

課
か

白波瀬
しらはせ

　卓哉
たくや

3 9

一般
いっぱん

国道
こくどう

478号
ごう

京都
きょうと

縦貫
じゅうかん

自動車
じどうしゃ

道
どう

に

おける道
みち

の駅
えき

「京
きょう

丹波
たんば

　味
あじ

夢
む

の里
さと

」の

整備
せいび

について

京丹波町
きょうたんばちょう

土木
どぼく

建築
けんちく

課
か

原田
はらだ

　聡
さとし

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 5
アセットマネジメントによる健全

けんぜん

な下水
げすいど

道
う

経営
けいえい

を目指
めざ

して
奈良県
ならけん 県土

けんど

マネジメント部
ぶ

下水道課
げすいどうか 天白

てんぱく

　龍
たつ

昇
のり

2 9 水海
みずうみ

川
かわ

導水
どうすい

施設
しせつ

の設計
せっけい

について 福井
ふくい

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

計画課
けいかくか

林
はやし

　尚
ひさ

典
のり

3 15
守山市
もりやまし

ラウンドアバウト社会
しゃかい

実験
じっけん

に関
かん

する調査
ちょうさ

研究
けんきゅう 滋賀県

しがけん

守山市
もりやまし

都市
とし

経済部
けいざいぶ

 都市
とし

計画
けいかく

・地域
ちいき

交通課
こうつうか

川端
かわばた

　和行
かずゆき

4 17
大和川
やまとがわ

河口域
かこういき

の河道
かどう

安定
あんてい

管理
かんり

に向
む

け

た土砂
どしゃ

動態
どうたい

調査
ちょうさ

報告
ほうこく 大和川

やまとがわ

河川
かせん

事務
じむ

所
しょ

工務課
こうむか

宮田
みやた

　大悟
だいご

5 25
国道
こくどう

312号
ごう

　保
ほう

城
しろ

北
きた

交差点
こうさてん

における事
じこ

故防止
ぼうし

対策
たいさく

について
兵庫県
ひょうごけん 姫路

ひめじ

土木
どぼく

事務所
じむしょ

道路
どうろ

第
だい

二
に

課
か 藤澤

ふじさわ

　伸和
のぶかず

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 7
河道
かどう

掘削
くっさく

土
ど

を築堤
ちくてい

材料
ざいりょう

に使用
しよう

する場
ばあ

合
い

の一考察
いちこうさつ 大和川

やまとがわ

河川
かせん

事務所
じむしょ

建設
けんせつ

監督官
かんとくかん

大西
おおにし

　民男
たみお

2 14
被
ひ

圧
あつ

地下水
ちかすい

影響
えいきょう

地盤
じばん

における水門
すいもん

基
きそ

礎杭
ぐい

の中
なか

掘
ぼり

施工
せこう

について
和歌山
わかやま

港湾
こうわん

事務所
じむしょ

海岸課
かいがんか

林
はやし

　基樹
もとき

3 15
丹波
たんば

帯
たい

・付加
ふか

体
たい

堆積
たいせき

物
ぶつ

が分布
ぶんぷ

する地
じや

山
ま

での前方
ぜんぽう

探査
たんさ

事例
じれい （株）

かぶ

鴻池組
こうのいけぐみ

土木
どぼく

事業
じぎょう

本部
ほんぶ

技術
ぎじゅつ

部
ぶ

大阪
おおさか

本店
ほんてん

土木
どぼく

部
ぶ

○長沼
ながぬま

　諭
さとし

   原田
はらだ

　建志
けんじ

4 17
供用
きょうよう

中
ちゅう

の既設
きせつ

橋梁
きょうりょう

を活用
かつよう

した拡幅
かくふく

工
こう

事
じ

について
日本
にっぽん

車輌
しゃりょう

製造
せいぞう

（株）
かぶ

輸機
ゆき

・インフラ本部
ほんぶ

工事部
こうじぶ

計画課
けいかくか

遠藤
えんどう

　謙介
けんすけ

優　秀　賞　（２５課題）

調 査 ・ 計 画 ・ 設 計 部 門

地 域 づ く り ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 部 門

施 工 ・ 安 全 管 理 対 策 部 門



連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 9
国道
こくどう

２５号
ごう

における兼用
けんよう

道路
どうろ

の通行
つうこう

規
きせ

制
い

基準
きじゅん

について

奈良
なら

国道
こくどう

事務所
じむしょ

豊岡
とよおか

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

管理
かんり

第
だい

二課
にか

道路
どうろ

管理課
かんりか

松尾
まつお

　亮
りょう

衛
えい

❍的羽
まとば

　正樹
まさき

2 10

大規模地震
だいきぼじしん

による宅地造成斜面
たくちぞうせいしゃめん

の崩
ほう

壊範囲
かいはんい

の評価
ひょうか

　　―がけ条例
じょうれい

による建
けん

築禁止距離
ちくきんしきょり

の改良
かいりょう

に向けて―

大阪大学
おおさかだいがく 大学

だいがく

院
いん

工学
こうがく

研究科
けんきゅうか

地球
ちきゅう

総合
そうごう

工学
こうがく

専攻
せんこう

○秦　吉弥
       はた　   よしや

　　駒井　尚子
こまい　　　　 しょうこ

3 15
道路防災対策工事における落石対策
どうろぼうさいたいさくこうじ                                  らくせきたいさくこうほう 

工法の比較検討
       ひかくけんとう 福井県

ふくいけん 丹南
たんなん

土木
どぼく

事務
じむ

所
しょ

 　鯖江
さばえ

丹生
にゅう

土木
どぼくぶ

部道路
どうろ

保全課
ほぜんか

補修
ほしゅう

G
久保
くぼ

　光
ひかる

4 21

舞鶴
まいづる

港
こう

における将来
しょうらい

計画
けいかく

を見据
みす

えた

岸壁
がんぺき

の老朽化
ろうきゅうか

対策
たいさく

に関
かん

する技術的
ぎじゅつてき

検
けん

討
とう

について

神戸
こうべ

港湾
こうわん

空港
くうこう

技術
ぎじゅつ

調査
ちょうさ

事務所
じむしょ

設計
せっけい

班
はん

川端
かわばた

　稔教
としのり

5 24
冬期
とうき

交通
こうつう

確保
かくほ

に向
む

けた除雪
じょせつ

の効率化
こうりつか

について
滋賀国道
しがこくどう

事務所
じむしょ

管理
かんり

第二
だいに

課
か

能登眞澄
のと　　　　ますみ

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 1 局地的
きょくちてき

豪雨
ごうう

探知
たんち

システムについて
河川部
かせんぶ

淀川
よどがわ

ダム統合
とうごう

管理
かんり

事務所
じむしょ

水
みず

災害
さいがい

予報
よほう

センター

防災
ぼうさい

情報課
じょうほうか

○上野
うえの

　和也
かずや

　　松田
まつだ

　政裕
まさひろ

2 3
防潮壁
ぼうちょうへき

構築
こうちく

における礫質
れきしつ

埋立
うめたて

地盤
じばん

の

地盤
じばん

改良
かいりょう

試験
しけん

施工
せこう 新

しん

関西
かんさい

国際
こくさい

空港
くうこう

(株)
かぶ 技術

ぎじゅつ

・施設
しせつ

部
ぶ

土地
とち

会社
がいしゃ

技術
ぎじゅつ

グループ
狭間
はざま

　智一
ともかず

3 12
トンネル掘削

くっさく

機
き

の振動
しんどう

を利用
りよう

した切羽
きりは

前方
ぜんぽう

探査
たんさ

の適用
てきよう

実験
じっけん 清水

しみず

建設
けんせつ

（株
かぶ

）
技術
ぎじゅつ

研究所
けんきゅうしょ

大阪
おおさか

支店
してん

　土木
どぼく

部
ぶ

○西
にし

　琢
たく

郎
ろう

  岩橋
いわはし

　輔
たすく

4 18
博物館
はくぶつかん

　展示
てんじ

照明
しょうめい

の全面
ぜんめん

LED化
か

につ

いて
営繕部
えいぜんぶ

整備課
せいびか

石澤
いしざわ

　佳
よし

也
なり

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 1 情報
じょうほう

公開
こうかい

事務
じむ

の効率化
こうりつか

について 総務部
そうむぶ

人事課
じんじか

佐間野
さまの

　貴広
たかひろ

2 6
河川敷
かせんじき

における不法
ふほう

耕作
こうさく

是正
ぜせい

の事例
じれい

について

和歌山
わかやま

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

河川部
かせんぶ

船戸
ふなと

出張所
しゅっちょうしょ

水政課
すいせいか

○佐藤　麻子
　　　さとう　あさこ

　　金沢
かなざわ

　尚志
たかし

3 17
心
こころ

に響
ひび

く記者
きしゃ

発表
はっぴょう

とは　～兵庫県
ひょうごけん

県土
けんど

整備部
せいびぶ

の広報
こうほう

の取
と

り組
く

み～
兵庫県
ひょうごけん

県土
けんど

整備部
せいびぶ

県土
けんど

企画局
きかくきょく

総務課
そうむか

井上
いのうえ

　陽介
ようすけ

4 18
河川
かせん

ＧＩＳを活用
かつよう

した効率的
こうりつてき

な河川
かせん

管理
かんり

について
総務部
そうむぶ

厚生課
こうせいか

森下
もりした

　文洋
ふみひろ

新 技 術 ・ 新 工 法 部 門

行 政 サ ー ビ ス 部 門

防 災 ・ 保 全 部 門



 
連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 4

「大阪府
おおさかふ

豊能町
とよのちょう

吉川
よしかわ

地区
ちく

でのハザード

マップの作成
さくせい

」 ～自主
じしゅ

判断
はんだん

し、グループ

単位
たんい

での避難
ひなん

を目指
めざ

して～

大阪府
おおさかふ

　

池田
いけだ

土木
どぼく

事務
じむ

所
しょ

高須賀
たかすが

　俊介
しゅんすけ

2 17

簡易
かんい

な手法
しゅほう

による河川
かせん

改修
かいしゅう

効果
こうか

の迅速
じんそく

な広報
こうほう

について　～H21災
さい

から復興
ふっこう

する

佐用川
さようがわ

の現場
げんば

より～

兵庫県
ひょうごけん

光都
こうと

土木
どぼく

事務
じむ

所
しょ

河川
かせん

復興
ふっこう

室
しつ

復興
ふっこう

事業
じぎょう

第
だい

三
さん

課
か

深津
ふかつ

　正樹
まさき

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 10

フラッシュ放流
ほうりゅう

等
とう

による河川
かせん

環境
かんきょう

改善
かいぜん

の

効果
こうか

検証
けんしょう

　　　　　　～一庫
ひとくら

ダムにおける

物理的
ぶつりてき

・生物学的
せいぶつがくてき

調査
ちょうさ

と分析
ぶんせき

～

水資源機構
みずしげんきこう

一庫
ひとくら

ダム管理所
かんりじょ 藤津

ふじつ

　亜
あ

弥
や

子
こ

2 23 津波
つなみ

襲来
しゅうらい

後
ご

の大阪
おおさか

平野
へいや

の排水
はいすい

について 河川部
かせんぶ

地域
ちいき

河川課
かせんか

松岡
まつおか

　一成
かずなり

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 2
名塩
なじお

道路
どうろ

八幡
はちまん

トンネルにおける無
む

導
どう

坑
こう

方式
ほうしき

の設計
せっけい

について

大阪
おおさか

国道
こくどう

事務所
じむしょ

兵庫
ひょうご

国道
こくどう

事務所
じむしょ

管理
かんり

第二
だいに

課
か

工務
こうむ

第
だい

一
1

課
か

○田中
たなか

　孝
こう

　　谷口
たにぐち

　大樹
だいき

2 9
彦根
ひこね

地方
ちほう

気象台
きしょうだい

における歴史的
れきしてき

建築物
けんちくぶつ

の保存
ほぞん

活用
かつよう

の取
と

り組
く

みについて
京都
きょうと

営繕
えいぜん

事務所
じむしょ

技術課
ぎじゅつか

近藤
こんどう

　孝子
たかこ

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 3
今津
いまづ

町
ちょう

保坂
ほさか

地区
ちく

における法面
のりめん

崩壊
ほうかい

につ

いて
滋賀県
しがけん 大津

おおつ

土木
どぼく

事務
じむ

所
しょ

河川
かせん

砂防
さぼう

課
か 横山

よこやま

　将
まさ

希
き

2 16
真名川
まながわ

ダムの弾力的
だんりょくてき

管理
かんり

に関
かん

するマ

ニュアルの構築
こうちく

について
九頭竜川
くずりゅうがわ

ダム統合
とうごう

管理
かんり

事務所
じむしょ

管理
かんり

課
か 村上

むらかみ

　智文
ともふみ

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 17
見草
みくさ

トンネルにおけるCIMの取組
とりく

みにつ

いて
(株)
かぶ

大林組
おおばやしぐみ 大阪本店

おおさかほんてん

見草
みくさ

トンネル工事
こうじ

事務所
じむしょ

岩本
いわもと

　俊一
しゅんいち

○柏原
かしはら

　宏輔
こうすけ

2 21 緊急
きんきゅう

油圧
ゆあつ

装置
そうち

の開発
かいはつ 水資源機構

みずしげんきこう

関西支社
かんさいししゃ

事業部
じぎょうぶ

設備課
せつびか

○笠原
かさはら

　諭
さとし

清永
きよなが

　勇治
ゆうじ

連番 No. 論　　　　　　　文　　　　　　　名 発表者　所属 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 10

ダム事業
じぎょう

用地
ようち

取得
しゅとく

マネジメントにおける

地理
ちり

情報
じょうほう

システム（ＧＩＳ）の活用
かつよう

につい

て

足羽川
あすわがわ

ダム工事
こうじ

事務所
じむしょ

用地課
ようちか

林
はやし

　和毅
かずたか

2 14

地域
ちいき

とともに進
すす

める公共
こうきょう

事業
じぎょう

　～山陰
さんいん

近
きん

畿
き

自動車道
じどうしゃどう

　浜坂
はまさか

道路
どうろ

の広報
こうほう

について

～

兵庫県
ひょうごけん

県土
けんど

整備部
せいびぶ

県土
けんど

企画局
きかくきょく

空港
くうこう

政策
せいさく

課
か

藤井
ふじい

　忍
しのぶ

行 政 サ ー ビ ス 部 門

新 技 術 ・ 新 工 法 部 門

防 災 ・ 保 全 部 門

奨　励　賞　（12課題）

調 査 ・ 計 画 ・ 設 計 部 門

地 域 づ く り ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 部 門

施 工 ・ 安 全 管 理 対 策 部 門



１．部門別発表課題数（６部門　１２４課題）

２．機関別発表課題数

３．聴講者数（受付済数） 

期間

日時

1日 AM

PM

２日 AM

PM

４．特別講演等
１）　「京都大学　藤井教授」の特別講演

２）　ＣＰＤＳ認定プログラム（Ｈ２３年度より登録）

●「国土強靭化とアベノミクス」と題して講演。
●多数の聴講者（500名以上）があり隣接会場を設け、立ち見も出るほどの大盛況。
●講演内容は、金魚鉢とその中の金魚の関係に比喩してインフラ整備無くして経済成長なし、道路整備・新幹線
   整備・治山治水等如何にインフラ整備が重要で必要であるかとわかりやすく解説。
●また、災害は必ず起こる。今、リスクマネジメント（インフラ整備）しておかなければ災害後は何倍も支出が増加。
●今、インフラ整備が重要、そのためにアベノミクスが重要と分かり易く講演して頂いた。

　（社）全国土木施工管理技士会連合会の継続学習制度（ＣＰＤＳ）に登録し、１２４名（昨年度１１６名）の方に受講
  証明を発行。

３）　技術展示

災害対応の衛生通信車の展示を始め、５事務所からパネル展示がありました。（内容：防災・整備効果等）

そ の 他 （ 法 人 、 民 間 、 大 学 等 ）

計

２１課題

１２４課題

一般 整備局

整 備 局

他 省 庁 ・ 自 治 体

課題数

６７課題

３６課題

新 技 術 ・ 新 工 法 部 門

行 政 サ ー ビ ス 部 門

機　　関　　名

２２課題

１８課題

調 査 ・ 計 画 ・ 設 計 部 門

施 工 ・ 安 全 管 理 対 策 部 門

防 災 ・ 保 全 部 門

２５課題

１８課題

２４課題

企画部　技術調査課

部　　　門　　　名

地 域 づ く り ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 部 門

課題数

１７課題

252

自治体 関係機関 合計

207 194 33 16 450

1177

20 93 6 6 125

129 94 22 7

合計

148 103 27 72 350

504 484 88 101

平成２６年度 近畿地方整備局研究発表会 実施報告

●台風の影響により順延された研究発表会を９月１日（月）・２日（火）の２日間に渡って開催し、
６部門１２４課題の発表があった。審査の結果、優秀賞２５名、奨励賞１２名を選定し表彰。
国土技術研究会へ４名を選出。

●２日目の特別講演においては、『国土強靭化とアベノミクス』と題して、京都大学藤井教授に
ご講演を頂き５００名を超える人が聴講し、用意した資料がなくなるほどの大盛況。

●今年度においても、ＣＰＤＳの登録を行い、１２４名の受講証明を発行。
●皆さんのご協力の下、無事終了することが出来ました。有り難うございました。


